
①自分たちの住む地域と大阪湾の歴史を知る。 
②大阪の海と淀川のつながりを認識する。 
③アマモ場が海に果たす役割を知る。 
④アマモを育て・観察し、観察記録を作成する。 
⑤クラスの友達同士でアマモの成長の様子や条件を比較しアマ
モの生育条件について考える。 
⑥疑問に思ったこと、分からないことをどうしたら解決できる
かを考え、行動にうつす。 

学習指導
要領との
関連 

小学校低学年 小学校高学年 

小学校中学年 中学校 

アマモを観察し観察の仕
方を学ぶ。 

学年 

学習内容 

ＥＳＤ 
の要素 

多様性 

有限性 

連携性 

相互性 

公平性 

責任性 

【批判】批判的に考え
る力 

【協力】他者と協力
する態度 

ESD視点で
育みたい 
能力/態度 

持続可能
な社会 
づくりの 
構成概念 

【未来】未来像を予
測して計画を立てる力 

【関連】つながりを
尊重する態度 

【多面】多面的、総
合的に考える力 

【参加】進んで参加す
る態度  

【伝達】コミュニケー
ションを行う力 

プログラ
ムの目標 

プログラ
ムの概要 

大阪湾は、かつて魚庭（なにわ）の海といわれ、魚が沢山とれ
る豊かな海だったが、開発による渚の埋め立てや汚染水の流入
などで環境は悪化する一方であった。近年、大阪湾再生活動が
盛んになり、その一つがアマモ場の再生である。アマモ場の減
少とその影響について学び、アマモ（成長過程・アマモの海に
果たす役割など）について学ぶ。アマモの種を植える体験・観
察を通して、自分たちの周りの環境（海や自然）や地域に興味
を持ち、自ら調べ学び、行動する子どもの育成をはかる。アマ
モの苗を育成する体験学習を通し、身近にある淀川と大阪湾が
繋がっている事を理解し、自分たちの住んでいる地域の環境に
ついて考えるきっかけをつくる。 

教科/領域 

観察記録を絵や図で表現
する。海藻おしば・チリ
モンプログラム体験。 

環境学習や地域学習
と関連させ、アマモ
への理解を深める。
アマモの種をまき、
育てて海に移植する。 

観察記録を書く。作文を
する。 

小学校1・2年 

生活 

小学校1～4年 

図工 

小学校3・4年 

総合的な学習の時間 

小学校1～4年 

国語 

大阪 

地域学習と関連させ
てアマモを取り巻く
環境に興味を持つ。 

小学校3・4年 

社会 



アマモ場には色々な生物が生息している。アマモ
場の役割を理解し、それぞれの生物がどのような
恩恵を受けるのかを知る事によって、生物の多様
性を学ぶことができる。 

持続可能
な社会の
構成概念 

ESDで育
みたい 
能力／ 
態度 

自分たちの生活と大阪湾とが相互に影響し合って
いることを理解する。学校のすぐ近くを流れる淀
川は、大阪湾と繋がっており、淀川からの栄養分
もゴミも全て海に影響を及ぼしている事に気づく。 

アマモを通して自分たちの生活と環境との繋がり
に興味を持ち、大阪湾や海につながる川のために
自分たちは何ができるか、どう守れるかなど、自
分たちの役割を考え、お互いに連携し協力する大
切さを学ぶ。 

アマモ場が増えるとどういった海になるのかを考
える事により、未来像を予測する能力が育まれる。 

自分たちの地域にある淀川が大阪湾に繋がってい
ることを理解し、その大阪湾に生息する生物のた
めに必要なアマモのことを知る事により、総合的
な自然環境について考える能力が育まれる。 

海を再生するには一人一人の行動が大切であるこ
とを理解し、アマモを育てる体験を通して、アマ
モの育成や地域の活動に積極的に参加する能力が
育まれる。 

学習指導
要領との
関連 

小学校5・6年 

植物の学習と関連させア
マモの生態・成長過程・
アマモの役割について理
解を深める。 

学年 

学習内容 

教科/領域 理科 

小学校5・6年 

アマモの種まき・海に移
植する体験を通して自然
に親しむ。 
 

総合的な学習の時間 

小学校5・6年 

海藻料理作り。 

家庭 



活動・学習内容 

1時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

自分たち身の周りの環境について知る。伝法はど
んな場所なのか。歴史や自然環境を学ぶ。 

地域の方の協力を得て、淀川河川敷でのゴミ拾いや漁港見学など、伝法
の地理的特性や環境、歴史的地域環境を体験してもらう。 
〔ゴミ袋・軍手・ゴミばさみ〕 
 

1 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

6時間 

批判 私たちの身近な環境を理解する 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

2時間目 

大阪湾の歴史を知り、現在の大阪湾と淀川との繋
がりを学ぶ。 

淀川河川敷でのゴミ拾い体験を振り返りながら、淀川と大阪湾のつなが
りを考えるように話を進める。地元漁港から提供していただいたシジミ
による水質浄化の実験。 
〔水槽・シジミ・拾ったゴミの写真やゴミ拾い風景の写真など〕 
 

批判 自分たちの生活と大阪湾との関わりを理解する 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

3時間目 

アマモの生態を知る。 
アマモの役割を知る。 

児童の知的好奇心を擽り、自ら調べようとするように話を進める。 
[大阪湾の地図やアマモの写真・アマモ場再生の水中映像など] 
 

批判 アマモ場とアマモについて理解する 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 



活動・学習内容 

4時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

アマモを植える手順を知る。 
マイカップにアマモを植える。 

成功ばかりに目を向けるのでなく、失敗も良い。そこから考えることの
大切さを分かるように導く。 
〔人工海水の素・種子・砂・砂袋・カップ・割り箸〕 
 

2 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

6時間 

批判 アマモを育成する手順を理解する 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

5時間目 

小さな変化にも気付く。 
友だちのアマモと比較し考える。 

アマモ観察の記録とこれからの大阪湾に自分たちができる事を考え、
ワークシートに記入し、発表して、みんなの考えを共有する。 
〔ワークシート〕 
 

批判 観察する力を養う 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

6時間目 

アマモ場が形成されるとどんな環境になるか。 アマモ苗の移植・地引網体験や大阪湾ミニ水槽づくりでアマモ場の生物
多様性を体感する。 
〔生物採集道具・地引網・飼育用水槽セット〕 
 

批判 大阪湾の生き物を知る 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 



地域プログラム化メンバー、実証協力校等 

本事業にご参画・ご協力いただいた皆様 
・大阪市立伝法小学校 
・大阪海さくら 
・大阪府教育委員会 小中学校課 
・大阪府 地球環境課 
・大阪市教育委員会 初等教育担当 小学校教育グループ 
・大阪市 環境局 環境施策課 
・（学）大阪ECO動物海洋専門学校 
 
実証協力校等 
・大阪市立伝法小学校 
・大阪海さくら 

※なお、プログラムのモデル化に当たっては、テレビ番組で放送されたアマモ場再生の水中映像を編集して、スクリーンで上映するなどの工夫を行なっ
た。 


